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Information

�児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な
い
子
ど
も
が
育

成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生

活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件

　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

十
八
歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
が

子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど

も
④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他
（
母
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
子
ど
も
、
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

※　

父
と
子
ど
も
が
公
的
年
金
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額
（
月
額
）

　

受
給
者
が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の

数
や
受
給
者
の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

○
児
童
一
人
の
場
合

　

全
部
支
給　

四
万
千
七
百
二
十
円

　

一
部
支
給　

四
万
千
七
百
十
円
〜

　

九
千
八
百
五
十
円

○
児
童
二
人
以
上
の
加
算
額
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二
人
目　

五
千
円

　

三
人
目
以
降
一
人
に
つ
き
三
千
円

支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
と
扶
養
義
務
者
な
ど
の
平

成
二
十
一
年
中
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る

場
合
は
、
平
成
二
十
二
年
度
（
平
成
二
十

二
年
八
月
〜
平
成
二
十
三
年
七
月
）
は
、

手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ

れ
ま
す
。

支
給
月

　

四
月
、
八
月
、
十
二
月

□
申
請
時
期

　

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
給
要
件
が
該

当
し
て
い
る
方　

→

　

十
一
月
三
十
日
ま

で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
「
八
月
分
」
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

八
月
一
日
以
降
、
十
一
月
三
十
日
ま
で

に
支
給
要
件
が
該
当
し
た
方　

→

　

十
一

月
三
十
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
「
支

給
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

※　

十
二
月
一
日
以
降
の
申
請
は
「
申
請

の
翌
月
分
」
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※　

申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
一
月
の
支

払
い
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

受
給
資
格
者
と
該
当
す
る
子
ど
も
の
戸

籍
謄
本
（
抄
本
）
や
住
民
票
な
ど
が
必
要

で
す
。
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課
社
会
福

祉
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２

６
）
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知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成

二
十
三
年
四
月
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

□
応
募
資
格　

平
成
四
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
校
を
平
成
二
十
三
年
三

月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

□
採
用
予
定
人
員　

高
校
卒
二
人
程
度

□
受
付
期
間　

八
月
九
日（
月
）〜
八
月
二

十
六
日（
木
）（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除

く
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

□
試
験
日　

九
月
十
九
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
総
務
課　

�（
２
１
）

１
４
９
０

�
　

愛
知
県
史
『
別
編　

自
然
』
を
刊
行
し
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ま
し
た
。

　

愛
知
県
の
自
然
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め「
愛
知
県
史
を
語
る
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

八
月
二
十
八
日（
土
）　

午
後

一
時
〜
午
後
四
時
半

□
会　

場　

愛
知
県
図
書
館　
 

□
定　

員　

二
百
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費　

無
料

□
講　

師　

山
田　

正
浩
（
奈
良
大
学
教

授
）「『
別
編　

自
然
』
に
つ
い
て
」、
鬼

頭　

剛
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
調
査
研
究
員
）「
地
形
･
地
質
か
ら

愛
知
の
過
去
を
探
る
‐
愛
知
県
ぐ
る
り

仮
想
ハ
イ
キ
ン
グ
‐
」、
矢
部　

隆
（
愛

知
学
泉
大
学
教
授
）「
愛
知
県
の
多
様
で

ユ
ニ
ー
ク
な
動
物
た
ち
」

□
募
集
開
始　

七
月
二
十
日（
火
）〜

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県

総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室

　

�
０
５
２（
９
７
２
）９
１
７
１

�
　

木
々
の
繁
茂
す
る
季
節
と
な
り
、
沿
道

の
樹
木
の
枝
が
歩
道
、
車
道
へ
と
張
り
だ

し
て
い
る
場
所
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
に
視
界
が
遮

ら
れ
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
所
有
地
や
管
理
地
の
庭
木
を

点
検
し
、
道
路
側
に
は
み
出
た
部
分
は
枝

払
い
や
伐
採
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
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４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
２
）
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配偶者・扶
養義務者　

受給資格者　　区分（所得）

扶養親族数　　 一部支給全部支給

２,３６０,０００円１,９２０,０００円１９０,０００円０人

２,７４０,０００円２,３００,０００円５７０,０００円１人

３,１２０,０００円２,６８０,０００円９５０,０００円２人

３,５００,０００円３,０６０,０００円１,３３０,０００円３人

３８０,０００円３８０,０００円３８０,０００円４人目以降
の加算額　


